
６ 整備効果 
 

（１）河川事業の整備効果 

令和６年８月の台風第５号では、平成 28 年

台風第 10 号と同規模の総雨量を記録したが、

小本川では治水対策の進捗により、河川氾濫

による家屋等の浸水被害は生じなかった。 

 

赤鹿水位観測所河川カメラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小本川と清水川との合流点付近の出水状況 

 

 

 

 

 

清水川 小本川 

赤鹿橋 



（２）砂防事業の整備効果 

 令和６年８月の台風第５号では、平成 28 年

台風第 10 号と同規模の総雨量を記録したが、

整備した砂防堰堤が崩壊土砂や流木等を捕捉

し、下流への被害を防止した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂防事業の整備効果 
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７ 岩泉土木センターにおける取組 
 

１.いわいずみ台風災害復興かわら版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩泉土木センターでは、台風第 10 号の発災から１年が経過するにあたり、当センター管内

における台風 10 号災害の復旧・復興等の状況を地域の皆さまに分かりやすくお知らせするこ

とを目的として、「いわいずみ台風災害復興かわら版」を発行することとした。 

かわら版は、岩泉土木センターHP のほか、岩泉合庁内、岩泉町役場、道の駅いわいずみ、道

の駅三田貝分校に掲示した。 

平成 29 年６月に発行した第１号では、国道 455 号二升石地区における迂回路工事の着手に

ついてお知らせした。その後、毎月の発行を重ね、令和７年 11 月発行の第 108 号にて復旧・

復興記念式典の開催をお知らせし、約９年にわたる発行の歩みを終えた。 

（今後は「岩泉土木センターかわら版」として継承し、管内のトピック等を情報発信） 

いわいずみ台風災害復興かわら版-抜粋- 



２.防災教育～出前講座～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 28 年台風第 10 号災害を契機として、地域のみらいを担う管内小中学生を対象に、「土

砂災害・洪水から身を守る」をテーマとした出前講座を平成 30 年から実施している。 

 出前講座の目的は、土砂災害・洪水に関する正しい知識や災害時の適切な対処方法を身につ

けることにより、行政が発信する避難情報を待つことなく、自ら必要な情報を収集し、主体的

に避難行動に繋げていくものである。 

令和７年度までに、延べ 34 校、延べ 877 名の児童生徒が参加した。 

生徒からの感想の手紙 

現場見学（砂防堰堤の規模を体感） ワークショップ（避難について考え、発表し共有） 

模型実験（砂防堰堤の効果を確認） 座学（命を守る備えを学習） 

岩泉土木センターにおける出前講座の取組 
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出前講座の開催履歴（R8.3 末時点） 
開催⽇ 学校名 学年 参加⼈数 実施内容

1 H30.10.2 ⼩川中学校 1年⽣ 14名 ⼟砂災害
2 R1.9.18 岩泉⼩学校 6年⽣ 33名 ⼟砂災害
3 R1.10.1 ⼩川中学校 1年⽣ 7名 ⼟砂災害
4 R2.7.14 岩泉中学校 1年⽣ 36名 ⼟砂災害
5 R2.11.11 ⼩川中学校 1年⽣ 11名 ⼟砂災害
6 R3.6.2 ⼩川中学校 1年⽣ 11名 ⼟砂災害
7 R3.9.29 岩泉⼩学校 5年⽣ 29名 ⼟砂災害
8 R4.6.3 ⼩川中学校 1年⽣ 8名 ⼟砂災害
9 R4.6.9 ⽥野畑⼩学校 4年⽣ 23名 津波
9 R4.6.23 ⼩本⼩中学校 全学年 90名 ⼟砂災害、洪⽔
10 R4.7.4 ⼩本中学校 全学年 34名 ⼟砂災害、洪⽔
11 R4.7.5 ⼩本⼩学校 全学年 56名 洪⽔
12 R4.7.6 安家⼩学校 全学年 3名 洪⽔
13 R4.7.14 ⼩本⼩学校 5年⽣ 8名 ⼟砂災害
14 R4.9.1 ⽥野畑⼩学校 4年⽣ 23名 ⼟砂災害
15 R4.10.17 いわいずみ放課後児童クラブ 20名 ⼟砂災害
16 R4.10.18 おもと放課後児童クラブ 3名 ⼟砂災害
17 R4.11.17 有芸⼩学校 3〜5年⽣ 6名 ⼟砂災害
18 R5.6.2 ⼩川中学校 1年⽣ 16名 ⼟砂災害
19 R5.6.16 ⼩本⼩学校 5年⽣ 15名 ⼟砂災害
20 R5.9.5 岩泉⼩学校 4年⽣ 29名 ⼟砂災害、洪⽔
21 R5.10.18 ⽥野畑⼩学校 4年⽣ 24名 ⼟砂災害
22 R6.5.28 雫⽯中学校 ２年⽣ 123名 ⼟砂災害、洪⽔
23 R6.6.10 有芸⼩学校 全学年 7名 ⼟砂災害
24 R6.6.20 ⼩本中学校 全学年 30名 洪⽔
25 R6.6.21 ⼩本⼩学校 5年⽣ 8名 ⼟砂災害
26 R6.8.30 釜津⽥⼩学校 全学年 7名 ⼟砂災害
27 R6.9.4 岩泉⼩学校 4年⽣ 27名 ⼟砂災害
28 R6.9.13 ⼩川中学校 1年⽣ 7名 ⼟砂災害
29 R6.9.24 ⽥野畑⼩学校 4年⽣ 16名 ⼟砂災害
30 R7.5.29 雫⽯中学校 ２年⽣ 107名 ⼟砂災害、洪⽔
31 R7.6.16 有芸⼩学校 全学年 5名 ⼟砂災害
32 R7.8.26 岩泉⼩学校 4年⽣ 25名 ⼟砂災害
33 R7.9.22 ⼩川中学校 1年⽣ 9名 ⼟砂災害
34 R7.10.30 ⼩本⼩学校 5年⽣ 7名 ⼟砂災害

合計 延べ34校 延べ877名



３.流域治水の取り組み 

（１）背景 

近年、平成 28 年８月豪雨や令和元年東日本

台風（台風第 19 号）など、全国各地で豪雨に

よる水害や土砂災害が発生し、人命や社会経済

への甚大な被害が生じている。 

こうした状況を踏まえ、令和２年７月、国は

気候変動に伴い頻発・激甚化する水害・土砂災

害等に対し、防災・減災が主流となる社会を目

指し、「流域治水」の考え方に基づいて、堤防

整備やダム建設・再生などの対策をより一層加

速するとともに、集水域から氾濫域に至る流域

のあらゆる関係者が協働して水災害対策を推

進する方針を示した。 

これを受け、全国に先駆けて令和３年２月に

「小本川水系流域治水協議会」を設立した。 

 

（２）協議会構成員 

・岩泉町長 

・岩手県沿岸広域振興局農林部 

宮古農林振興センター所長 

・岩手県沿岸広域振興局農林部 

宮古農林振興センター林務室長 

・岩手県沿岸広域振興局土木部 

岩泉土木センター所長 

・林野庁東北森林管理局三陸北部森林管理

署長 

・林野庁東北森林管理局三陸北部森林管理

署久慈支署長 

・国立研究開発法人森林研究・整備機構森林

整備センター盛岡水源林整備事務所長 

・盛岡地方気象台次長 

 事務局 

 ・岩泉町危機管理課・岩泉町地域整備課 

・岩泉土木センター河川港湾課 

 ・県土整備部河川課 

（３）小本川水系流域治水プロジェクト 

流域治水を推進する３つの柱 

○ 氾濫を出来るだけ防ぐための対策 

○ 被害対象を減少させるための対策 

○ 被害の軽減・早期復旧・復興のための対策 

氾濫を出来るだけ防ぐための対策としては、

「河川改修」、「砂防堰堤整備」、「治山施設等整

備」といったハード対策を位置付けた。 

被害対象を減少させるための対策としては、

「宅地嵩上げ」、「災害危険区域の指定」などの

ハード対策及びソフト施策を位置付けた。 

また、被害の軽減・早期復旧・復興のための

対策としては、「要配慮者利用施設の避難確保

計画策定、避難訓練の実施」、「防災士養成」、

「道路嵩上げによる災害時の通行確保」、「洪

水・土砂災害ハザードマップ作成」、「水位周知

河川の指定・運用、ホットライン運用」、「地元

連携、防災意識の共有」といったハード対策及

びソフト施策を位置付けた。 

小本川水系流域治水プロジェクトは、各関係

機関の取組状況を毎年情報共有しており、令和

５年からは、対象流域に二級河川安家川を加

え、「岩泉町流域治水協議会」として、小本川

のほか「安家川水系流域治水プロジェクト」を

策定し、継続的に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流域治水協議会の

開催状況について、

岩泉土木センターHP

で紹介しています 



 
小本川水系流域治水プロジェクト概要 



４.桜の苗木植樹会 

「小本川河川改修事業乙茂工区の完成」と

「ふれあいらんど岩泉のリニューアルオープ

ン」とを記念して、ふれあいらんど岩泉

［CYMBALS］敷地内（小本川沿い約 400m 区間）

にサクラの苗木 40 本を植樹した。 

（１）開催日時 

令和７年６月３日（月）10：00～11：00 

（２）実施場所 

ふれあいらんど岩泉［CYMBALS］敷地内 

（岩泉町乙茂字大向 10-3） 

 

 

 

 

 

 

 

（３）樹種・本数 

サクラの苗木（ソメイヨシノ）40 本 

（４）参加者（52 名） 

小本小学校（３、４年生ほか）27 名 

CYMBALS 関係者      ３名 

岩泉町（中居町長ほか）  10 名 

県議会議員        １名

岩泉土木センター        11 名 

 

（５）主催 

  岩手県・岩泉町 

 

 

 

 

 

これから、かんばるぞ！ 

よいしょ！

お疲れさまでした。 大きく 

なってね。 

植樹に参加した小本小学校の皆さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小本川 

サクラの苗木植樹状況 

記念撮影 

植樹に参加した児童が大人になる頃、満開の桜

で未来を彩ってくれることを期待しています！ 

 

サクラの苗木を植樹した範囲 

CYMBALS 



 

 

 

 

 

 

 

 

（１）開催日時 

  令和７年 11 月１日（土）10：30～12：00 

（２）実施場所 

  岩泉町民会館 

（３）出席者（約 70 名） 

  岩手県知事、岩泉町長、国会議員、 

県議会議員、町議会議員ほか 

（４）主催 

  岩手県 

 

式典配布資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）次第 

  ・開式 

・黙祷 

・主催者挨拶 

  ・来賓祝辞 

  ・事業経過報告 

  ・岩泉町からの御礼の言葉 

  ・くす玉開披 

  ・動画「いわいずみ９年のキセキ」上映 

  ・閉式 

式典会場 

式典受付 

手作り封筒に、式次第、パンフレットの

ほかに記念品（岩泉町産木材を使用した

コースター）を同封して、出席者にお渡

ししました！ 

式典当日は、朝方まで雨が降っていまし

たが、式典が始まるころには雨が上がり

ました！ 

県では、平成 28 年台風第 10 号災害からの復旧・復興事業（道路・河川・砂防）を進めてきた

ところであるが、発災から９年の歳月を経て、令和７年 10 月末に全ての事業が完成。これを記

念し、令和７年 11 月１日（土）に岩泉町民会館で復旧・復興記念式典を開催した。 

式典には、知事をはじめ約 70 名の来賓が出席し、事業の完了を祝した。今回の復旧・復興事

業の成果が、防災・減災対策の一層の推進、ひいては安全で快適な郷土の創造と、岩泉町のさら

なる発展に大きく貢献するものと確信している。 

５.平成 28 年台風第 10 号災害からの復旧・復興記念式典 



式典会場内パネル展 

 

達増知事挨拶 

 

「いわいずみ９年のキセキ」上映 

 

 

 

 

式典来賓者・出席者 

 

くす玉開披 

 

 

なお、式典で上映した

動画は、こちらのＱＲ

コードからご覧いただ

けます！ 



８ おわりに 
 

平成 28 年台風第 10 号災害を教訓に～いわいずみ９年のキセキ～ 

「いや～、砂防堰堤ができたおかげで安心ですよ」。台風第 10 号災害を受けて、県

が整備した砂防堰堤の直下流に居住する井戸坂義幸さんの言葉。私たちの苦労が報わ

れた瞬間である。「地域のために尽くし、住民の期待に応える」。これこそが、私たち

県職員に課せられた使命であり、働く原動力でもある。 
 

発災当時、私は砂防災害課に在籍しており、本台風災害を契機に岩泉町内 25 箇所

で導入する砂防事業〔災害関連緊急砂防事業 11 箇所、砂防激甚災害対策特別緊急事業 14 箇所〕の計画

策定等に従事。これら緊急事業の立ち上げに携わった一人として、９年の歳月を経て

事業完了の瞬間をここ岩泉土木センターで迎えられたことは、ある種の巡り合わせを

感じると同時に、大変嬉しく思う。 
 

 復旧・復興事業の完遂。これは個人の力では到底成しえない。地権者をはじめ、周

辺住民や関係機関の協力、事業に携わった工事関係者、歴代の県担当職員ら一人ひと

りの力が結集し、その積み重ねによって成しえた、まさに「いわいずみ９年のキセキ

（奇跡・軌跡）」である。 
 

本台風災害にかかるハード対策については、令和７年 10 月末の小本川・清水川河

川改修工事の完成をもって一つの区切りを迎えたが、一方で、本災害を契機とした「土

砂災害出前講座の開催」や「かわら版の発行」、「SNS による情報発信」等は、当セン

ターが誇るソフト施策として、今後も継続すべき重要な取組である。 

また、地域住民の体験談や喜びの声を交えた、当センター制作動画「平成 28 年台

風第 10 号災害からの復旧・復興のあゆみ～いわいずみ９年のキセキ～」の YouTube

配信なども、後世に伝えるべき重要な取組の一つであろう。 
 

県内には、「隘路等解消のための道路整備」や「洪水・土砂災害対策」、「インフラの

老朽化対策」など、依然として取り組むべき課題が数多く残されている。「地域のため

に尽くし、住民の期待に応える」。今後も私たち県職員に課せられたこの使命を深く

胸に刻み、地域課題を一つでも多く解消できるよう、一丸となって取り組んでいこう。 
  

おわりに、本記録誌の編纂にあたり、事業に携わった関係職員や OB 等から、多数

の寄稿をいただいた。心より感謝申し上げる。 

寄稿文に込められた一人ひとりの思いや、経験談・失敗談の一つひとつが、本台風

災害における貴重な教訓として後世に語り継がれていくことを、心より願う。 
 

令和８年３月 

沿岸広域振興局土木部岩泉土木センター副所長  亀田 健一 



９ 平成 28 年台風第 10 号災害年表 
 

平成 28 年（2016 年） 

 

 

年月 

道路 河川 砂防 

８月 30 日 台風第 10 号による大雨警報及び洪水警報発令、同台風が岩手県大船渡市に上陸 

８月 31 日 大雨警報及び洪水警報解除 

８月 31 日 政府調査団による現場調査（１日まで） 

９月１日   ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥによる土砂災害箇所緊急

点検（７日まで） 

９月４日 石井国土交通大臣による現場視察 

９月５日   砂防ボランティアによる土砂災害箇所緊急

点検（13 日まで） 

９月７日 高市総務大臣による現場視察 

９月 10 日 今村復興大臣による現場視察 

９月 11 日 松本防災担当大臣による現場視察 

10 月８日 安倍総理大臣による現場視察 

10 月 18 日   災害関連緊急砂防事業 １件採択（伏屋の沢） 

11 月７日  第３次災害査定 河川１件 採択（11 日まで）  

11 月 14 日 第４次災害査定 道路 15 件 河川２件 採択（18 日まで）  

11 月 16 日   災害関連緊急砂防事業 ２件採択（三田貝の

沢⑺ほか） 

11 月 28 日 第５次災害査定 道路 12 件 河川３件 採択（12 月２日まで）  

11 月 30 日   災害関連緊急砂防事業 ８件採択（上乙茂の

沢⑷ほか） 

12 月５日 第６次災害査定 道路 24 件 河川４件 採択（９日まで）  

12 月９日  小本川・清水川河川激甚災害対策特別緊急事

業 採択 

 

12 月９日  安家川河川等災害関連事業 採択  

12 月９日  安家川河川災害復旧等関連緊急事業 採択  

12 月 12 日 第７次災害査定 道路９件 河川 37 件 採択（16 日まで）  

12 月 19 日 第８次災害査定 道路 38 件 橋梁３件 河川５件 採択（22 日まで）  

 

平成 29 年（2017 年） 

年月 道路 河川 砂防 

１月 10 日 第９次災害査定 道路 28 件 橋梁１件 河川８件 採択（13 日まで）  

１月 16 日 第 10 次災害査定 道路 11 件 橋梁１件 採択

（20 日まで） 

  

１月 23 日 第 11 次災害査定 道路１件 採択（27 日まで）   

３月 13 日  第１回安家川河川整備連絡協議会開催（意見

聴取） 

 

３月 15 日  小本川災害復旧助成事業 採択  

３月 24 日   砂防激甚災害対策特別緊急事業 14 件採択 

（本銅口の沢ほか） 

４月 27 日  第１回小本川河川整備連絡協議会開催（意見

聴取） 

 

６月 20 日  第２回安家川河川整備連絡協議会開催（意見

聴取） 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成 30 年（2018 年） 

年月 道路 河川 砂防 

２月１日  第３回安家川河川整備連絡協議会開催（意見

聴取） 

 

２月８日  第２回小本川河川整備連絡協議会開催（意見

聴取） 

 

10 月 31 日  第４回安家川河川整備連絡協議会開催（意見

聴取、現場調査） 

 

12 月７日  岩泉町告示（災害危険区域の指定） 

【三田市・袰野地区】 

 

 

平成 31 年・令和元年（2019 年） 

年月 道路 河川 砂防 

２月 22 日  第３回小本川河川整備連絡協議会開催（意見

聴取、現地調査） 

 

３月１日   釜津田沢 事業完了（災関） 

３月 15 日   三田貝の沢⑾ 事業完了（災関） 

３月 26 日  小本川激甚災害対策特別緊急事業に伴う 

公募型土石採取事業者決定（フコク資材㈱） 

 

５月 31 日   釜沢⑵ 事業完了（災関） 

６月 30 日   松橋の沢⑸ 事業完了（災関） 

７月 17 日   三田貝の沢⑺ 事業完了（災関） 

８月 30 日 国道 455 号 新町地区 供用開始   

12 月 27 日   三田貝の沢⑼・伏屋の沢 事業完了（災関） 

 

令和２年（2020 年） 

年月 道路 河川 砂防 

１月 31 日   大久保の沢 事業完了（災関） 

３月 15 日   唐地の沢⑶ 事業完了（災関） 

３月 25 日  安家川河川等災害関連事業 完了  

５月 31 日   上乙茂の沢⑷ 事業完了（災関） 

11 月５日  第４回小本川河川整備連絡協議会(書面)開催  

11 月 26 日  第５回安家川河川整備連絡協議会(書面)開催  

 

令和３年（2021 年） 

年月 道路 河川 砂防 

３月 30 日   大平の沢 事業完了（災関） 

９月 30 日   大沢⑵・大沢⑻・本町の沢 事業完了（激特） 

11 月 30 日   南三田貝の沢⑵ 事業完了（激特） 

 

令和４年（2022 年） 

年月 道路 河川 砂防 

１月５日   松橋の沢⑹ 事業完了（激特） 

１月 29 日   松林の沢⑷ 事業完了（激特） 

２月 28 日  岩泉町告示（災害危険区域の指定） 

【宮本・中島・中里・卒郡・袰野地区】 

 

３月９日  第５回小本川河川整備連絡協議会(書面)開催  

３月 15 日   大沢⑺ 事業完了（激特） 

６月 15 日   下町の沢⑵ 事業完了（激特） 

７月１日  小本川激甚災害対策特別緊急事業に伴う 

公募型土石採取事業者の承継決定 

（フコク資材㈱ → Sand Stone㈱） 

 

８月 30 日   松前川 事業完了（激特） 



 

令和５年（2023 年） 

年月 道路 河川 砂防 

１月 31 日  流木捕捉施設 事業完了  

２月１日  赤鹿橋渡り初め式  

３月 24 日  安家川復旧記念の集い開催  

３月 29 日  安家川河川災害復旧等関連緊急事業 完了  

３月 29 日  第６回小本川河川整備連絡協議会(書面)開催  

８月４日   大沢・大沢⑹・大沢⑾ 事業完了（激特） 

８月 12 日 8/12～8/17 豪雨 

 

令和６年（2024 年） 

年月 道路 河川 砂防 

３月７日  第 7 回小本川河川整備連絡協議会(書面)開催  

３月 20 日   松林の沢(新) 事業完了（激特） 

３月 26 日 国道 455 号 中里地区 供用開始   

５月 31 日 国道 455 号 乙茂地区 供用開始   

６月 28 日 国道 455 号 中島地区 供用開始   

８月 12 日 8/12～13 日 台風第５号（平成 28 年台風第 10 号と同規模の総雨量を記録） 

９月 25 日 国道 455 号 日向地区 供用開始   

 

令和７年（2025 年） 

年月 道路 河川 砂防 

２月５日 国道 455 号 袰野地区 供用開始   

２月 28 日  第８回小本川河川整備連絡協議会(書面)開催  

３月 21 日  小本川激甚災害対策特別緊急事業に伴う 

公募型土石採取事業における完了検査実施 

 

３月 25 日  小本川災害復旧助成事業 完了  

６月３日  乙茂地区 サクラの苗木植樹会  

８月 26 日   本銅口の沢 事業完了（激特） 

10 月 31 日  小本川・清水川河川激甚災害対策特別緊急事業 

完了 

 

11 月１日 平成 28 年台風第 10 号災害からの復旧・復興記念式典（至：岩泉町民会館） 
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